
淨
土
宗
捨
世
派
の
自
律
性
と
瓧
會
性

伊

藤

眞

徹

　一　

捨
世
と
は
逋
俗
的
に
は
隱
遁
生
活
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
所
謂
捨
世
派
の
租
と
稱
せ
ら
れ
る
稱
念
の

一
流
は
、

「出
家
中
の
遁
世

に
し
て
眞
の
出
家
な
爰

捨
世
と
は
名
付
た
る
な
り
」
(淨
全
一
七
・

六
七
八

)

と
定
義
付
け
て
い
る
。
元
奮

家
は
捨
家
棄

欲
し
た
身
で
は
あ
る

が
、

澆
季
の
な
ら
い
と
し
て
剃
髪
染
衣
し
乍
ら
、

心
を
五
欲
の
境
に
馳
せ
名
利
を
悗
び
、

奢
侈
華
麗
の
生
活
を
耻

と
せ
ぬ
者
の
世
に
多

い
こ
と
を
慨
き
、

「世
勢
を
遠
ざ
け
勤
行
精
進
」
し
た
稱
念
に
、
歸
依
潟
仰
す
る
清
衆
多
く
集
り
、
自
然
發
生
的
に

一
家
の
風
儀
を
形
成

し
、
世
に
捨
世
流
義
と
稱
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。
し
か
る
に
こ
れ
は
寳
暦

一
二
年

(
一
七
六
二
)、

『稱
念
上
人
行
状
記
』
の
作
者

一

心
院
四
十
世
尠
阿
の

「述
懷
」
中

の
言

で
あ
つ
て
、
恐
ら
く
作
者
の
見
聞
と
傳
承
を
總
合
し
た
読
で
あ
ろ
う
。

一
心
院
が
捨
世
地
と
し
て
、
廣
く
世
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
、
寛
文
五
年

(
一
六
六
五
)
一
〇
月
、
松
野
元
敬
の
自
序
を
載

ぜ
る

『
扶
桑
京
華
志
』
卷
二
に
は
、
「
在
二大
谷
寺
山
上
↓
縁
譽
稱
念
開
基
之
地
、
天
丈
二
十
三
年
七
月
十
九
日
寂
」

と
あ

つ
て
、
呼
稱
又

は
寺
院
の
特
殊
性
格
に
つ
い
て
は
何
等
觸
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
よ
り
二
〇
年
貞
享
元
年

(
一
六
八
四
)
の
序
の
あ
る

『
雍
州
府
志
』
卷
四
に

は
、

「在
二知
恩
院
之
山
上
↓淨
土
宗
稱
念
上
人
之
開
基
也
、
此
僣
隱
遁
而
不
二出
世
納
此

一
派
寺
院
處
々
有
〆
之
、
稱
二
一
心
院
派
↓
或
號
二

捨
世
地
」

と
あ
る
。
隱
遁
と
は
出
家
中
の
遁
世
の
意
味
で
あ
り
、
「關
東
檀
林
の
座
位
に
隨
ひ
出
世
の
年
月
を
と
は
さ
る
こ
と
我
が
山
の

淨
土
宗
捨
世
派
の
自
律
杜
屮
と
祗
會
冖性

一一=



三

二

清
風
な
り
L
(稱
念
上
人
行
状
記
下

淨
四全

一
七
、
六
七
八
)
と
あ
る
如
く

出
世
を
希
求
せ
ず

俗
情
を
籬

す
る
別
風
叢

も
よ
く
顯
わ
し
て
い
る
。
.」
の
讐

暦
四
年

(
一
七
五
四
)
釋
淨
慧

の

『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
卷
二
に
は
、

「當
院
並
末
學
不
〆着
二
色
衣
一
遁
世
隱
士
之
宗
風
也
」
と
あ

つ
て
、

「
浮
世
の
名
聞
を
い
と
ひ
墨
染
の
法
衣
の
み
に
し
て
餘
長
な
く
、
勅
許
は
蒙
り
玉
ひ
な
が
ら
香
衣
は
淨
安
寺
に
と
ど
め
置
檀
林
師
家
の
錦

襴
織

の
類
ひ
は
さ
ら
也
官
寺
の
こ
と
く
香
衣
の
類
は
用
ひ
給
は
す
所
修
の
行
法
は
穩
名

一
行
の
外
四
種
の
助
業
も
さ
し
お
」
か
れ
た
稱
念

の
行
状
が
、
妙
阿
の
興
隆
に
よ
り
官
寺
官
僭
と
異
る
、

一
心
院
の
特
質
が
發
輝
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
捨
世
の
事
實
は
敢
え
て
稱
念
に
始
ま
る
と
こ
ろ
で
な
く
、
妙
阿
は

「む
か
し
元
組
大
師
台
嬌
の
交
衆
を
辭
し
て
黒
谷
に
幽
居
し
玉

へ
る
」

(
同
上
)
と
述
べ
、
そ
の
先
蹤
を
法
然
の
黒
谷
隱
遁
に
求
め
て
い
る
が
、
忽
澂
は
寛
文
二
年

(
一
六
六
二
)
一
八
歳
の
時
、

「曩
者

宗
租
、

年
至
二
十
八
一
辭
ご台
嶺
皇
圓
闍
梨
席
一
隱
二閉
黒
谷
↓

絶
二時
俗
交
繭
大
企
二
弘
法
之
志
一

我
亦
同
〆
齡
、

虚
積
二
歳
月
一
内
槐
深

矣
」

と
自
省
自
歎
し
て
い
る
。

こ
の
時
捨
世
の
念
を
確
立
し
た
と
は
傳
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
他
日
法
然
の
足
跡
を
踏
み
、
捨
世
せ
ん
と

す
る
道
芽
は
萌
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
砠
傳
に
ょ
つ
て
隱
遁
の
心
を
抱
い
た
の
は
法
岸
で
あ
つ
て
、
東
遊
し
て
増
上
寺
に
隷
籍
中
、

「或
閨
圓

美

師
繪
詞
蜃

道
心
芦

涌
發
一遁
世
之
志
三

鶯

礁
謹

一
)

と
あ
る
。
か
く
の
如
く
砠
聖
の
道
跡
棄

つ
て
遁
芒

た

こ
と
は
、
捨
世
の
系
譜
の
濫
觴
を
法
然
に
求
め
る
こ
と
が
出
來
る
。

　二　

良
忠
は
法
幢
を
政
治
の
中
心
地
で
あ
る
鎌
倉
に
掲
げ
た
が
、
外
政
權
の
瓦
解
と
そ
の
後
の
戰
亂
に
件
う
肚
會
不
安

の
人
心
に
投
合
し
、

内
淨
土
宗
内
に
は
幾
多
の
英
才
が
輩
出
し
て
、
大

い
に
關
東
に
教
線
を
擴
大
し
た
。
此
間
京
都
に
鎭
西
白
旗
の
數
勢
を
廣
め
た
の
は
、

皇
室
及
び
貴
族
等

の
肚
會
の
上
層
階
級
の
歸
仰
篤
き
に
も
よ
る
が
、
此
の
間
如
空
、
智
演
、
定
玄
、
空
圓
、
等
熈
、
慶
竺
、
珠
琳
、
良
敏
、

聖
然
、
慶
秀
、
存
牛
、
幡
隨
意
等
の
宗
教
活
動
の
勞
を
沒
却
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
更
に
、
舜
昌
の

『
法
然
上
人
行
状
繪
圖
』
四
八
卷



の
撰
上
は
、
法
然
鑽
仰
意
識
を
振
興
せ
し
め
、
特
に
永
享
三

年

(
一
四
三
一
)、

應
仁
元
年

(
一
四
六
七
)、

永
正

一
四
年

(
一
五
一
七
)
の

僅

か
七
十
餘
年
間
に
、
三
度
組
山
知
恩
院
が
炎
上
し
、
屡
々
復
興
事
業
が
行
わ
れ
、
廣
く
大
衆
の
淨
財
を
勸
進
し
た

こ
と
は
、
僣
侶

の
活

動

の
振
幅
を
大
に
し
、
組
廟
特
に
法
然
に
樹
す
る
關
心
を
昂
め
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

上
下
の
歸
仰
に
よ
つ
て
、
法
然
を
追
憶
回
想
す
る
關
節
は
遠
忌
に
あ
る
が
、
政
治

・
瓧
會
的
に
盛
微

の
存
す
る
こ
と
は
冤
れ
な
い
。
足

利
時
代
の
應
永

一
八
年

(
一
四
=

)
の
二
〇
〇
年
忌
に
は
逋
明
國
師
の
號
を
賜

つ
た
が
、
二
五
〇
年
忌
は
將
軍
義
政

の
批
政
百
出
し
て
そ

の
勢
威
乏
し
く
、
權
力
の
下
向

と
諸
家
の
相
續
問
題
、
そ
れ
に
關
蓮
し
た
家
臣
の
跋
扈
に
よ
つ
て
、
應
仁

の
大
亂

の
原
因
を
釀
成
し
つ
つ

あ

つ
た
寛
正
二
年

八
一
四
六
一
)、

珠
琳
に
よ
つ
て
嚴
修
せ
ら
れ
た
。
1110
0
年
御
忌
は
戰
國
亂
世
の
初
め
、
細
川
氏

の
内
訌
に
乘
じ
て
、

義
稙
は
大
内
義
興
の
力
に
よ
つ
て
將
軍
に
復
す
る
こ
と
を
得
た
が
、
實
權
は
義
興
、
細
川
高
國
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
と
な

つ
た
政
治
情
勢

下

の
、
永
正
八
年

(
一
五
=

)
愚
底
の
住
山
中
に
相
當
し
て
い
る
。
か
く
の
如
き
政
情
下
に
あ

つ
て
、
丈
教
の
榮
え
る
理
は
な
く
、
諸
宗

0

の
數
學
も
大
い
に
衰
微
し
、
僣
風
も
從

つ
て
亦
頽
廢
し
た
。
淨
土
宗
も
名
曾
の
教
化
活
動
の
見
る
べ
き
も
の
あ
る
に
拘
ら
ず
、
大
勢
は
下

向
線
上
を
彷
徨
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
し
か
し
外
觀
上
は
地
方
勢
力
の
擡
頭
に
よ
り
、
諸
侯
豪
士
と
稱
せ
ら
れ
る
實
權
者

の
麦
援
に
よ

り
、
寺
院
は
大
い
に
建
立
せ
ら
れ
て
、
今
日
見
る
が
如
き
現
勢
圖
を
描
出
し
た
の
で
あ
る
。
寺
院

の
盛
觀
に
件
わ
ぬ
僭
風
の
後
退
、
從
て

組
師
精
祚
沒
却
の
現
實
を
直
視
し
た
時
.、
内
に
燃
え
る
宗
教
心
を
抱
く
者
は
、
徒
ら
に
慷
慨
す
る
の
み
で
な
く
、
こ
こ
に
如
實
に
組
意
に

復
歸
せ
ん
と
す
る
信
仰
運
動
を
起
す
に
至
る
の
は
當
然
で
あ
る
。

法
然
の
死
を
堵
し
て
の
宣
布
は
專
修
念
佛
で
あ
る
。
法
然
の
堅
持
し
た
と
こ
ろ
は
還
愚
痴
で
あ
り
、
十
惡
の
法
然
房
の
自
覺
で
あ

つ
た

(昭
和
新
修
全

集
四
九
三

)。
こ
の
精
神
を
繼
承
し
、
如
實
に
實
修
せ
ん
と
し
て
閑
地
に
道
場
を
構
え
念
佛
者
の
環
境
を
整
え
、

祗
風
を
固
守
す
る
、

專
念
主
義
の
主
張
者
は
稱
念
で
あ
る
。
稱
念
の
道
風
を
繼
承
す
る
專
念
主
義
實
踐
者
を
捨
世
派
と
云
い
、
そ
の
道
場
を
後
世
捨
世
地
と
總

稱

せ
ら
れ
て
い
る
が
、

「出
家
中
の
隱
遁
者
」

で
あ
る
捨
世
僣
は
、
單
に
獨
住
專
念

の
自
行

の
み
な
ら
ず
、
徳
化
を
潟
仰
す
る
道
俗
清
衆

淨
土
宗
捨
世
派
の
自
律
性
と
瓢肌
會
性

三
三



三
四

を
薫
陶
化
盆
し
た
、
所
謂
利
他

の
祉
會
活
動
の
大
な
る
こ
と
を
注
目
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
相
次
い
で
擡

頭
し
た
持
律
念
佛
主

義

の
蓮
動
と
甚
だ
對
照
的
で
あ
る
。
捨
世
派
の
中
に
お
い
て
も
、
回
心
轉
入
の
隱
遁
の
動
機
に
つ
い
て
、
宗
學
研
鑽
印
ち
入
寺
、
傳
法
、

拜
綸

(出
世
)

の
宗
侶
養
成
の
遏
程
中
、
志
を
發
す
者
が
あ
り
、
叉
全
然
檀
林
に
掛
錫
せ
ず
し
て
專
念
修
道
の
自
行

に
精
進
し
た
も
の
と

に
大
別
せ
ら
れ
る
。
前
者
は
檀
林
に
お
い
て
切
磋
の
業
を
受
け
、
宗
學
の
歪
田
轉
訛
し
、
砠
意
に
遠
去
か
る
こ
と
を
痛
憤
し
、
宗
戒
兩
脈

相
承
後
、
枝
末
の
些
事
に
心
意
を
勞
し
、
名
利
に
牽
れ
る
學
業
を
放
擲
し
て
、
專
修
の
自
行
精
進
と
、
租
風
宣
揚
の
化
他
に
生
涯
を
盡
し

た
。
こ
の
中
に
お
い
て
も
隱
遁
の
志
の
檀
林
入
寺
に
先
進
す
る
も
の
と
、
然
ら
ざ
る
も
の
と
が
あ
る
。
所
謂
隱
遁
の
志
古
き
も
の
は
、
世

の
風
儀
に
順
應
し
て
檀
林
入
寺
し
た
ま
で
で
あ
る
。

　三　

專
念
主
義
鸛

の
先
驅
毳

念

(
一
五

=
二

一
五
五
四
)
の
動
機
に
つ
い
て
は
、

『
稱
念
上
人
行
業
記
』
に
二
八
歳
の
時

學
臘

エ
ハ
年
の
修
學
の

道
を
放
芒

た
こ
と
ξ

い
て
・

「夫

隱
遁
の
御
心
ふ
か
く
、
世
の
名
利
に
攣

ら
る
る
簍

厭
ひ
」
(淨
全
一
七
、

六
三
〇

)
と
述
べ
、
護

滋

味
を
好
み
、
華
麗
の
住
處
を
望
み
、
心
を
五
欲
の
境
に
馳
せ
て
恥
ぢ
ぬ
世
の
僭
風
に
逆
行
し
て
、
捨
世
し
て
眞
の
出
家
-

遁
世
し
て
天

智
庵
に
籠
居
し
た
。
そ
の
行
相
は

「外
に
は
逋
軌
を
護
持
し
、
裏
に
は
唯
稱
念
佛
の

一
行
を
要
期
と
な
」
し
た
こ
と
は
、
法
然
の

「罪
は

五
逆
も
さ
は
り
無
と
知
と
も
、
構
て
小
罪
を
も

つ
く
ら
じ
と
思
ふ
べ
し
。
往
生
は

一
念
に
足
ぬ
と
存
ず
と
も
、
多
念

を
重
ね
ん
と
思
ふ
べ

し
・
信
を
竺

念
に
往
生
す
と
取
て
、
行
を
ば
多
念
に
は
げ
む
べ
し
」
(昭
和
新
修
全

集
四
九
一

)

の
常
の
詞
の
勵
守
で
あ
る
。

.」
の
藻

師
が
入
洛

し
て
、
先
ず
法
然
終
焉
の
地
に
詣
で
、
更
に
翌
天
丈

一
七
年

(
一
五
四
八
)
租
廟

の
南
に
庵
を
結
び
、
尋
常
不
臥

の
日
課
六
萬

の
行
業
を
修

し
、
遺
跡
の
修
築
を
な
し
た
こ
と
は
、
租
風
の
恢
興
を
以
て
畢
生
の
念
願
と
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
か
く
の
如
く
稱
念
の
精
紳
的

革
命
を
誘
致
し
た
契
機
に
は
、
上
述
の
如
き
内
面
的
な
る
も
の
の
外
に
、
外
面
的
な
る
も
の
と
し
て
戰
國
亂
世
の
不
安
な
世
相
が
、
法
然



を
時
代
救
濟
者
と
し
て
追
慕
回
想
せ
ら
れ
た
こ
と
と
、
知
恩
院
數
度

の
回
祿
に
よ
る
復
興
が
、
末
流
に
復
古
精
祚

を
振
起
せ
し
め
る
原
因

と
な

つ
た
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
出
來
な
い
。

稱
念
の
精
紳
と
實
踐
を
、
よ
り
其
體
的
に
顯
示
し
た
も

の
は
以
八

(
一
五
三
二

一
六
一
四
)
で
あ
る
。

『
以
八
上
人
行
状
記
』

に
は

二

家

の
奧
旨

を
傳
う
、
而
も
修
學
を
勵
ま
し
た
ま
は
ゴ
大
業
を
も
と
げ
ら
る
べ
き
器
な
り
け
れ
ど
も
、
素
よ
り
名
利
を
い
と
ひ
、
隱
遁

の
志
ふ
る
か
り

け
れ
ば
、

つ
ね
に

一
擧
萬
里
絶
域
他
方
な
ら
ん
こ
と
を
の
み
お
も
ひ
た
ま
ひ
ぬ
。
途
に
行
年
廿
八
歳
の
な

つ
、
永
く
師
席
を
辭
し
、
舊
里

窪

な
れ
て
抖
嫐
行
脚
の
身
と
な
れ
り
L
(罅
詮
亠ぺ
七
.)

と
あ
る
。
こ
の
時
兄
弟
に
示
さ
れ
た
婁

の
中
に
、

岑

ど
き
の
佛
法
の
あ

つ

か
ひ
は

一
向
外
道
の
法
に
て
候
、
よ
く
く

經
論
を
見
は
け
能
能
身
に
あ
て
心
に
置
き
受
て
思
案
候
は
父
、
佛
租

の
内
證
に
か
な
ふ
べ
く

候
」

(
同
上
)
と
は
、
現
實
を
遊
離
し
た
觀
念
的
戲
論

の
學
、
訓
詁
膠
着

の
状
態
に
あ
る
宗
學
研
究
に
よ
つ
て
は
、
眞
實
を
探
求
把
握
す

る
こ
と
を
得
ず
と
逹
觀
し
、

篳

生
骨
に
な
り
て
、
念
佛
や
う
し
な
は
ん
ず
ら
む
L
(鷁

鑾

全
V

の
法
然
の
戒
告

握

い
、
生
涯
の
進

路

を
轉
向
し
た
も
の
で
あ
り
、
稱
念
に
も
逋
ず
る
修
學
の
歸
結
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
稱
念
の
行
實
と
異
る
と
こ
ろ
は
、

「隱
遁
の
志
ふ

る
か
り
け
れ
ば
」
の
點
が
注
意
せ
ら
れ
る
。

稱
念
の
如
く
學
解
の
深
化
に
よ
つ
て
、
出
家
の
本
意
を
自
覺
し
、
二
利
の
阻
業
を
恢
興
せ
ん
と
し
た
も
の
に
、
忽
澂
、
無
能
、
穩
冏
、

學
信
及
び
法
岸
を
姶
め
と
す
る
所
謂
大
日
比
三
師
が
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
隱
遁
の
志
ふ
る
き
以
八
と
軌
を
等
し
う
す

る
も
の
に
澄
禪
、
關

逋
、
雲
説
等
の
諸
師
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。

忽
澂

(
嘉

響

は
戛

二
年

(
ニ
ハ
六
一三

八
歳
の
暁

法
然
の
黒
谷
に
隱
遁
し
て
、
時
俗
の
交
り
羅

つ
た
先
蹤
棄

い
、
稱
名

②

法

の
轉
俗
訛
略

の
弊
風
を
匡
正
ぜ
ん
と
の
一
誓
を
起
し
て
い
る
の
は
、
租
傳
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
隱
遁
精
紳
の
胚
胎
で
あ
る
。
二
〇
歳

自
ら

「所
〆貴
二沙
門
之
行
一者
、
隨
〆縁
居
住
、
何
留
二
心
於

一
處
一哉
」
の
信
念
を
確
立
し
た
。
そ
の
隨
縁
居
住
と
は
後
日
僭
官
の
事
に
よ

つ
て
上
洛
し
た
師
は
、

一
日
槇
尾
の
山
林
閑
寂
、

律
範
正
整
た
る
を
み
て
、

「我
他
日
將
下
息
二縁
茲
嶺
繭
持
戒
念
佛
、
廣
度
二
衆
生
↓
以

淨
土
宗
捨
世
派
の
自
律
性
と
瓧
會
性

三
五



三
六

途
・
璽

之
志
・
也
L
(淨
全

一

八
・
五
)
と
述
べ
て
い
る
如
く

幽
棲
塞

の
念
に
萌
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
寛
文
七
年

(
エ
ハ
六
七
)
冬

江

戸

の
火
災
に
寺
院
民
居
の
燒
燼
す
る
の
を
見
て
、

一
切
有
爲
の
無
常
な
る
こ
と
を
諦
觀
し
、
「
於
〆是
決
然
起
下
一
擧
萬
里
、
飄
飄
然
如
乙
野

鶴

孤
雲
、
無
〆所
甲二得
礙
一之
志
上」
し
て
、
世
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
名
傳
貞
を
忽
澂
と
改
め
、
名
實
共

に
そ
の
迹
を
晦
ま
し
、

道

を
東
海
道
に
と
つ
て
途
に
京
に
入
り
、

知
恩
院
の
眞
影
に
詣
し
て

「私
啓
二素
志
一」
き
、

叉
清
水
觀
音
に
も
所
念
を
凝
ら
し
て
い
る

が
、
之
れ
偏
え
に
幽
棲
度
生

の
二
畢
に
あ

つ
た
。

無
輿

嘉

詮

)
は
元
祿

一
三
年

(
一
七
・
・
)
天

歳
檀
林
に
掛
錫
し
、
學
行
に
蔭

を
惜
し
み
、
二
三
歳
兩
脈
を
禀
芒

、
二
六
歳

途
に
遁
世
の
宿
志
を
逹
成
し
た
。

『
無
能
和
尚
行
業
記
』
に
は
、
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て

「わ
れ
性
と
し
て
財
欲
ふ
か
し
、
若
世
上
に
ま
じ

ら
ひ
、
此
身
を
立
ん
と
思
は
ゴ
、
事
に
ふ
れ
て
心
中
の
稀
望
た
ゆ
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
俗
念

の
み
深
く
て
、
心
行
は
日
夜

に
疎
か
に
な
り
も
て
ゆ
か
ん
は

一
定
な
り
、
し
か
じ
非
人
法
師

の
身
と
な
り
て
、
稱
名

の
數
遍
を
策
ま
ん
に
は
と
、

か
く
年
ご
ろ
思
ひ
め

ぐ

ら
し
て
、

永
く
此
世
を
捨
侍
り
つ
る
な
り
、

全
く
塵
外
に
逍
遙
し
て
、

安
逸
を
求
ん
と
に
は
あ
ら
ず
、

只
身

を
輕
く
し
て
世
望
を
少

く

し
、
不
急

の
事
を
さ
し
を
き
て
數
遍

の
功
を
積
ん
と
こ
ひ
ね
が
ふ
計
な
軌

更
に
別
の
意
許
芒

」
(淨
全

一
八
・

一
一
八

)

と
述
べ
て
い
る
。

一
般
肚
會
に
伍
し
て
宗
教
生
活
を
營
ま
ん
と
す
れ
ぽ
、

一
切
惡

の
根
元
で
あ
る
欲
心
の
熾
烈
に
起
ら
ん
こ
と
を
慮

り
、
こ
こ
に
世
を
捨
て

専

修

一
行
に
精
進
せ
ん
と
し
た
心
願
を
物
語
つ
て
い
る
。

穩
冏

(
一
七
二
〇

一
七
八
九
)
は

天

歳
東
遊
し
て
縁
山
に
留
ま
り
、
後
諸
山
の
講
肆
に
列
し
た
が
、
偶

々
託
龍

の
懇
切
な
る
教
示
に
よ
軌

於

是
絶
念
義
學

篤
志
淨
漿

與
龍
法
契
日
密

聾

相
州
眞
綿

結
廬
念
沸

覆

行

練
信
行
L
(淨
全
一
八
・

五
二
二

)
と
あ
る
。
そ
の
教
誠
の

要
旨
は

「
區
々
智
解
不
足
以
敵
生
死
、
不
若
修
淨
業
而
越
三
界
、
謁
壽
奪
於
清
泰
、

一
聞
超
悟
深
法
、
之
爲
得
計
也
」
に
あ
る
。
し
か
し

後

に
は
忽
澂
の
風
格
を
慕

つ
た
こ
と
は
、
「董
貞
照
院
二
十
有
五
年
、
院
乃
忽
澂
和
省
所
中
興
、
移
獅
谷
之
規
矩
、
風
儀
峻
整
之
道
場
也
」

と
あ
る
機
縁
に
よ
つ
て
推
知
せ
ら
れ
る
。
元
來
身
を
野
鶴
孤
雲
に
托
し
て
行
脚
す
る
目
的
は
、
靈
區
に
念
佛
練
行

し
、
遺
蹟
に
高
僣
を
偲



ん
で
結
縁
修
道
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
止
住
二
利
す
る
こ
と
も
亦
名
徳

の
足
跡
を
踏
ま
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
遊
履
の
靈
地
、

止
住
の
寺
院
を
媒
介
と
し
て
自
然
捨
世
派
の
系
譜
も
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。

學
信

(
一
七
二
四

一
七
八
九
)
は
二
〇
歳
東
武
三
縁
山
に
受
讐

た
が
、

『
學
信
奮

行
状
記
』
に
よ
れ
ば
、

漏

法
藩

た
け
に
し
か
は
、
宗
戒

兩
脈
の
禀
受
も
障
碍
な
く
成
し
後
、
ひ
た
す
ら
名
利
の
榮
進
を
い
と
ひ
、
も
は
ら
潜
修
密
證
の
志
操
深
か
り
し
ゆ
ゑ
、
や
が
て
衆
僭
の
交

を
さ
硬

學
席
を
辭
し
L
(淨
全
一
八
・

三
〇
三

)

た
。
當
時
の
慧

で
あ
る

「名
利
の
榮
進
」
を
排
除
す
る
の
が
動
機
で
あ
る
が
、
單
に
そ
れ
の

み

に
止
ま
ら
ず
、
後
京
師
に
登
り
湛
慧
に
受
戒
し
た
こ
と
は
、
破
戒
滿
洲

の
僣
風
に
飽
き
足
ら
ず
、
護
法
の
念
湧

き
立
つ
た
が
た
め
で
あ

る
。
更
に
吉
水
の
正
風
を
扶
起
せ
ん
と
し
て
鎭
西
に
赴
き
、
長
門
の
雲
説
に
謁
し
、
嚴
島
光
明
院
の
寺
規
嚴
誠
な
る
を
見
て
蓮
瓧
の
古
風

を
慕
う
た
。
後

に
法
然
院
、
光
明
院
に
止
住
し
た
こ
と
は
、
忽
澂
、
以
八
の
風
格
に
私
淑
す
る
も

の
で
あ
り
、
特

に
數
年
光
明
院
を
董
し

た

こ
と
は
、
以
八
の
跡
懷
し
く
、
山
海
の
清
朗
が
師
の
意
に
契
う
た
が
た
め
で
あ
る
。

莓

(
一
七
四
四

一
八
一
五
)
は
寳
暦

δ

年

(
;

六
・
)
東
遊
し
て
増
上
寺
に
隷
し
、

宗
學
を
修
め
、

「或
閲
二圓
光
大
師
繪
詞
璽

道
心
芦

涌

發
二遁
世
之
志
己

(淨
全

一
八
・

五
二
九

)

し
た
。
こ
れ
霰

と
等
し
く
懇

の
研
簍

回
心
の
動
機
を
な
す
も
の
で
、
眞
摯
な
末
徒
に
は
租
聖

の
行
状
が
、
宗
教
生
活
の
規
範
と
し
て
賦
與
せ
ら
れ
た
寶
典
と
な
る
。
か
く
し
て
法
岸
が

「
途
辭
二講
肆
ご

擧
萬

里
、
孤
錫
似
〆雲
、
韜
ご

晦
蹤
迹
一」
し
、
回
心
し
た
の
は
同

一
三
年
春
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
宗
學
、
租
傳
の
研
鑚
に
よ
つ
て
開
眼
せ
ら
れ
た
青
年
僣
は
、
當
時
の
行
學
共
に
衰
頽
し
た
佛
教
肚
會
に
、
官
僭
と
し
て

名

利
の
出
世
に
望
み
を
囑
し
、

一
日
の
偸
安
を
貪
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　四　

以
八
の
如
く
檀
林
入
寺

兩
脈
銀

に
先
立
ち

夙
蔭

遁
の
志
を
抱
い
た
も
の
に
澄
禪
が
あ
る
。
澄
異

慕

華

)
は
自
ら
頭
を
剃
つ

淨
土
宗
捨
世
滋

の
自
律
性

と
瓧
會
性

三
七



三
八

て
出
家
し
、
同
侶
の
勸
奬
に
よ
つ
て
東
都
に
遊
學
し
た
が
、
兩
脈
相
承
後
、
「尋
常
學
窓
に
螢
雪
を
要
せ
ず
、
た
ゴ
禪
那
稱
名
を
縡
と
し
、

跡
を
林
藪
に
の
が
れ
ん
こ
と
を
心
中
に
ふ
か
く
欲
し
」

(澄
禪
上
人

繪
詞
傳

)
た
。
さ
れ
ど
學
窓
の
修
學
は
同
侶
の
勸
め
に

よ

る
受
動
的
な

も

の

で
、
そ
れ
に
先
行
す
る
出
家
の
目
的
は
稱
名
の

一
行
を
修
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
故
に
學
業
を
廢
し
、
禪
那
稱
名

一
行
に
結
歸
し
、
身
を

雲
水
の
境
に
甘
ん
じ
相
州
曾
我

の
巖
窟
、
塔
峰
阿
彌
陀
寺
の
靈
嶽
に
入
つ
て
自
行
精
進
し
た
。
塔
峰
に
つ
い
て
は

『
行
状
記
』
に

「
そ
も

此
山
は
嘗
て
彈
誓
上
人
草
創
し
て
、
巖
窟
に
行
す
ま
し
給

へ
る
賢
き
跡
を
し
た
ひ
つ
丶
、
こ
も
り
ゐ
て
靜
に
念
誦
し
た
ま

ふ
」

と
あ

つ

て
、
こ
こ
に
彈
誓
と
の
繋
り
が
結
ば
れ
、
晩
年
古
知
谷
阿
彌
陀
寺
に
幽
棲
し
、
彼
の
地
に
お
い
て
命
終
す
る
因
縁
は
、
夙
に
此
時
結
ば
れ

て
い
る
。

關
通

(
一
六
九
六

一
七
七
〇
)
が

エ
ハ
歳
の
暁

轟

せ
ん
と
す
る
門
出
に
、
師
靈
徹
の
與
え
た
教
誡
は
、
「夫
學
也
靠

・汲
汲
以
鷺

・名
爲
・
利

之
謂
頁

是
上
求
菩
提
下
化
衆
隼

造
次
テ

斯
巓
沛
于
歟

此
爲
・菩
薩
大
丈
夫
之
所
志
塵

(關
通
和
爾
行
業

記

淨
全

一
八
二
=

六
)
で
あ

つ
た
。
夙
に

名
利
の
學
は
排
除
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
二

歳
兩
脈
禀
承
後
、

一
日

『
元
亨
釋
書
』
を
繙
き
、
吉
水
の
法
流
を
汲
む
恩
澤
に
感
激
し
、
こ

こ
に
自
省
す
る
と
こ
ろ
深
く
、
「
か
へ
り
て
清
な
が
れ
を
濁
さ
ば
、
何
ぞ
獅
子
身
中
の
虫
に
異
な
ら
ん
。
不
省
な
り

と
い
へ
と
も
ね
か
は
く

は
大
師
の
跡
を
踐
て
、
專
修
稱
名
し

つ
い
に
修
證
を
得
て
宗
法
を
擧
揚
し
、
自
他
を
饒
奪

ん
」
(同

上

二
一
七
)
の
志
願
を
あ
ら
た
に
し
て
い

る
。
こ
れ
教
界
の
弊
風
に
墮
す
る
こ
と
を
自
戒
し
、
宗
風
の
宣
揚
を
以
て
、
己
が
負
荷
の
任
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
世
累
を
遁
れ
遊

方
の
途
に
上
つ
た
の
は
、
享
保
八
年

(
;

三

三

八
歳
の
時
で
あ
る

(聾

)。
し
か
乏

『
關
通
夫

略
年
譜
』
に
は
二
六
歳
と
し
て

い
る
。
こ
の
遠
遊
を
止
め
本
國
に
歸

つ
た
年
時
と
因
縁
に
つ
い
て
、

『
行
業
記
』
に

「無
能
和
筒
行
業
記
を
閲
し
、
遊
履
し
て
日
を
遏
は

閑
居
し
て
念
佛
す
る
に
は
し
か
ず
」
と
決
意
し
た
と
あ
る
。
こ
の
時
は
凡
そ
享
保

一
〇
佃
、頃
と
思
わ
れ
る
。

『
向
譽
關
通
行
業
記
』
に
は

伊
勢
惣
通
寺
の
辭
山
に
つ
い
て
、

「同
十

一
年
、

師
三
+
一
歳

春
捨
世
決
心
し
て
惣
逋
を
辭
し
、

同
寺
町
欣
淨
寺

の
北
に
惣
持
寺
と
號

す

る
小
庵
に
獨
住
籠
居
し
」
た
と
あ
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
關
逋
は
、
師
の
靈
徹
の
教
え
に
よ

つ
て
名
利
を
俳

し
、
元
亨
釋
書
の
披
覽



に
よ
つ
て
法
然

の
高
恩
に
感
じ
、
香
衣
被
着
允
許
を
得
て
後
、
世
累
を
遁
れ
て
遊
方
し
、
無
能
の
閑
居
念
佛
に
刺
戟

せ
ら
れ
て
遠
遊
を
や

め
、
機
縁
に
隨
う
所
住
念
佛
教
化
生
活
に
入
つ
た
。
故
に
師
表
に
よ
つ
て
幼
少
の
心
田
に
植
付
ら
れ
た
道
樹
は
、
よ
く
培
養
せ
ら
れ
て
途

に
捨
世
す
る
に
至
り
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
何
等
外
的
叉
は
内
的
な
契
機
を
見
出
す
こ
と
が
出
來
な
い
。

雲
読

(
一
七
〇
六

一
七
七
三
)
は

=

歳

の
時
出
家
し
、

一
七
歳

の
冬

棄

僣

の
交
り
藤

ひ
閑
居
の
田
心
ひ
ひ
た
す
ら
L
(纛

黼
鰈

行
)

で
あ

つ

た
が
、
師
雲
冏
の
勸
告
に
よ
り
三
縁
山
に
隷
し
た
。
二
六
歳
宗
脈
を
傳
受
し
、
長
門
に
歸
り
自
行
化
他
專
ら

一
枚
起
請
丈
を
依

據

と

し

た
。
妙
慶
寺
は
隱
室

に
等
し
き
ゆ
え
、
有
縁
の
地
と
し
て
在
留
二

一
年
、
度
生
の
盆
廣
く
及
ぼ
さ
れ
た
の
で
、
萩
城
下
の
巨
刹
晋
董
の
沙

汰

を
轉
機

と
し
て
、

「素
よ
り
官
寺
の
望
な
く
、
た
父
隱
遁
の
志
の
み
深
く
」
(同
上
)、
途
に
五
〇
歳

の
極
月
、
妙
慶
寺

の
東
に
草
庵
を

結

び
、
專
修
念
佛
し
た
が
、
追
慕

の
道
俗
に
封
す
る
利
人
の
教
誡
は
、
敢
え
て
廢
弛
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。

以
上
の
如
く
、
元
來
出
家
の
目
的
は
衆
生
化
度
に
あ
り
、
度
生
の
大
用
の
基

い
は
先
ず
修
學
と
自
行
の
上
に
存
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
て
修
學
と
自
行
を
双
修
し
、
後
に
修
學
を
廢
し
て
自
行
に
結
歸
す
る
と
こ
ろ
に
、
出
家
の
遁
世
印
ち
捨
世
の
事
實
が
現
存
す
る
。
さ

れ
ど
此
れ
に
對
し
て
出
家
師
遁
世
の
修
道
生
活
は
、
學
事
に
よ
つ
て
中
斷
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
寧
ろ
超
越
者
の
啓
示
又
は
法
然
の
遺
誓

に
導
か
れ
て
單
信
穩
名
し
、
生
涯
に
捨
世
の
歴
史
的
事
實
を
見
な
い
が
、
出
家
の
上
に
解
決
せ
ら
れ
た
既
定
の
事
實

と
し
て
具
象
せ
ら
れ

て

い
る

一
派
が
あ
る
。
郎
ち
彈
誓
、
徳
本

の
如
き
そ
の
人
で
あ
る
。

彈
誓

(
一
五
七
三

一
六
一
三
)
は

『彈
誓
上
人
繪
詞
傳
』
に
よ
れ
ば
、

九
歳

の
時
發
心
し
て
、

自
ら
髻
窃

り
彈
誓
と
自
轡

、

美
濃
竃

の
觀

音
堂
に
參
籠
所
願
し
て
、

「念
佛
璽

行
高
く
諸
行
に
勝
る
告

」
の
啓
示
を
受
け

(煙

亠パ
七

。
Y

爾
杢

心
稱
名
の
業
二
〇
年
に
及

ん
だ
。
そ
の
後

「
利
生
の
お
も
ひ
を
起
し
」
(同
上
)
諸
國
に
遊
化
し
て
逐
に
佐
渡
に
わ
た
り
、
慶
長
二
年

(
一
五
九
七
)
檀
特
山
の
巖
窟
に

於

て
彌
陀

の
靈
感
を
得
た
。
世
に
彈
誓
經
と
云
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
の
直
説
を
書
記
し
た
も
の
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
後
甲
斐

・
信
濃

を
勸
化
し
、
江
戸
に
出
て
幡
隨
意
院
白
道
に
彌
陀
直
受
の
法
を
傳
え
、
白
道
か
ら
白
籏

日
流
の
宗
要
を
相
傳
し
た
。
更
に
相
州

・
遠
州

・

淨
土
宗
捨
世
涙
の
自
律
性
と
阯
會
性

三
九



四
〇

尾
州
を
經
て
京
に
入
り
、
古
知
谷
に
小
庵
を
結
び
朝
暮
念
佛
し
、
此
處
に
彈
誓
佛

一
流
の
法
を
傳
え
た
。
師
の
生
涯
操
持
す
る
と
こ
ろ
は

「
質
朴
に
し
て
花
美
に
わ
た
ら
ず
、
衣
物
は
布
木
綿
紙
子
に
過
ず
、
食
物
は
抹
香
に
松
の
甘
皮
を
合
せ
て
石
臼
に
て
搗
、
是
を
丸
と
な
し

て
芒

給
ふ
に
至
る
」
(綱
九
杜
)
と
あ
る
。
威
儀
亦
嚴
肅
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
巖
穴
修
道
の
風
儀
は

「
夫

所
畠

居
の
時
は
樹
下
至

に
坐
し
、
本
奪
を
も
安
ぜ
ず
聖
數
を
も
持
せ
ず
香
花
を
も
供
せ
ず

但
暴

念
佛
の
外
他
事
芒

」
(炯
九
朏
)
と
あ
る
が
、
之
れ
本
韮

教

の
輕
覗
で
な
く
眞
佛
を
拜
し
て
、
專
稱
念
佛
を
せ
ん
と
す
賀
古
教
信
の
行
業
を
踐
む
も
の
で
あ
る
。

徳
本

(
一
七
五
八

一
八
一
八
)
は
幼
時
曁

舞

を
怖
般

出
家
を
士心
し
つ
つ
二
親
の
許
し
を
得
ざ
る
薑

、
家
業
に
從
い
念
籍

績
し
た
。
天
明

四
年

(
一
七
八
四
)
二
七
歳
に
至
り
、

初
め
て
宿
志
を
逹
し
、

そ
の
後
處

々
に
苦
修
練
行
し
、

彈
誓

・
澄
禪
の
山
居
修
行
に
倣
う
と
こ
ろ

が
あ
つ
た
。

後
寛
政
六
年

(
;

九
四
)
入
洛
し
て
華
頂
山
に
詣
で
、

「蹇

上
酬
慈
恩
の
慧

を
こ
ら
」

(謹

亠バ
八
.
)

し
、
嘉

谷

に
彈
誓

の
舊
蹟
を
訪
ね
て
結
縁
し
、
爾
來
各
地
の
名
山
靈
區
を
行
脚
し
、
諸
人
に
結
縁
し
、
江
戸
に
入
つ
て
宗
戒
兩
脈
を
相
承
し
た
の
は

享
和
三
年

(
一
八
〇
三
)
で
あ
る
。

一
處
不
住
の
師
が
心
を
牽
れ
た
の
は
、
證
如
の
舊
跡
、
法
然
止
住
四
年
の
攝
津
勝
尾
の
草
庵
で
あ
り
、

一
橋
民
部
卿
の
懇
請
に
よ
り
留
錫
し
た
の
が
小
石
川

一
行
院
の
捨
世
道
場
で
あ
る
。
徳
本
が
自
行
の
準
繩
と
し
、
化
他
開
闡
の
要
義
は
た

だ
法
然
の
遺
誓

一
枚
起
請
文
で
あ

つ
た
。
法
然
の
遺
誓
を
如
實
に
履
修
せ
ん
に
は
、
學
事
に
寸
陰
を
割
く
こ
と
を
得
な
い
。
故

に

「門
下

に
は
餘
業
を
禁
ず
と
い
へ
ど
も

汝
に
の
み
持
名
の
暇
書
を
讀
事
を
ゆ
る
す
」
(醐
三
阯
)
の
恩
命
を
受
け
た
の
は
、
本
佛
唯

天

で
あ
つ

て
、
修
學
す
ら
餘
業
の
中
に
包
含
し
て
廢
捨
せ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
を
以
て

一
應
考
察
を
概
括
す
る
と
、
徳
本
は
捨
世
派
諸
師
の
舊
蹟

に
結
縁
遊
行
し
て
い
る
が
、

『
徳
本
行
者

傳
』
卷
上
に

「
昔
禪

誓
、
澄
禪
の
兩
大
徳
は
、
木
食
草
衣
に
て
久
し
く
山
居
修
行
し
給
ひ
し
よ
し
な
り
、
お
も
ふ
に
師
が
今
の
行
業
と
甚

相
似
た
り
」

と
の
縁

山
學
侶
の
言
に
、

「我
も
と
よ
り
其
志
あ
り
」
と
行
状
を
等
し
く
し
、
山
居
斷
穀
、
念
佛
不
退
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
特
に
彈
誓

・
澄
禪

の

行
修
に
倣
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
澄
禪
の
遺
跡
古
知
谷
は
勿
論
、
近
江
卒
子
山
に
行
化
し
た
こ
と
は

『
徳
本
上
人
御
入
來
記
』
に
詳
か
で
あ



つ
て
、
徳
本
↓
澄
禪
↓
彈
誓
と
蓮
ら
な
る
も

の
で
あ
る
。
關
通
は
無
能
和
尚
行
業
記
を
以
て
、
弟
子
の
信
行
策
勵

の
書

の
隨

一
と
な
す
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
。
又
法
岸
と
關
通
の
關
係
は
既

に
逋
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
法
岸
↓
關
通
↓
無
能
と
遡
行
す
る
こ

と

が

出

來

る
。
法
岸
は
朗
和
元
年

(
一
七
六
四
)
妙
慶
寺
雲
読
に
參
見
請
盆
し
、
法
要
を
具
さ
に
受
け
て
い
る
。
學
信
は
妙
慶
寺

に
雲
読
を
訪
ひ
嚴
島

光

明
院
に
詣
し
、
後
獅
ケ
谷
法
然
院
に
懇
請
せ
ら
れ
た
が
、

「意
に
櫪
ぬ
こ
と
」
あ
つ
て
、
忽
ち
離
山
し
、
光
明
院
檀
越
の
致
請
に
は
、

「
以
八

・
厭
求
な
ど
の
古
徳

の
跡
な
つ
か
し
く
」、

殊
に
自
然
環
境
意
に
契
え
ば
請
に
應
じ
た
。
以
八
は
嘗
て
勢

州
源
輻
寺
、
石
州
杖
溪

寺

に
屡
往
來
し
、
洛
東

一
心
院
に
幽
棲
し
て
い
る
が
、
筑
後
善
導
寺
に
詣
し
て
善
導
、
法
然
、
聖
光
三
組
の
慈
恩
を
報
酬
し
、
美
作
誕
生
寺

の
再
興
に
努

め
て
い
る
か
ら
、
稱
念
の
行
業
と
總
合
し
て
、
學
信
↓
雲
説
↓
以
八
↓
稱
念
と
辿
る
こ
と
を
得
る
。
穩
冏
は
忽
澂
に
私
淑
す

る
と
こ
ろ
深
い
。
扨
て
稱
念
、
彈
誓
、
忽
澂
、
無
能
の
準
據
す
る
と
こ
ろ
は
、
稱
念
は
彌
陀
本
願

の
正
定
業
な
る
純

一
無
雜

の
念
佛
の
專
修

で
あ
り
、
彈
誓
は
諸
行
に
勝
る
念
佛
の

一
行
を
、
斷
穀
獨
住
、
山
居
專
念
し
て

一
流
を
建
て
、
忽
澂
は

「追
二宗
砠
之
遣
風
一
以
爲
ご齋
戒
清

灘

般
舟
三
昧
蕩

只

謹

天

.
)
し
た
の
が
法
然
院
創
建
の
理
念
で
あ
る
。
無
能
は

「
夫

(法
然
)
の

一
開
永
不
閉
の
旨
を
守
る

べ
し
、
暫
開
の
霰

を
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
」

(淨
全

一
八
・

一
一
九

)
と
の
夢
告
に
ょ
り
、
羲

の
心
を
止
め
隨
犯
隨
懴

の
念
佛
奮

行
化
他
と
し

た
。
系
列
的
に
は
四
種
の
相
違
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
さ
れ
ど
そ
の
個
性
の
奧
底
に
租
意
の
躍
動
す
る
こ
と
は
同

一
で
あ
る
。

　五　

捨
世
派
の
自
利
々
他
の
宗
教
的
生
命
は
、
淨
土
宗
義
を
實
踐
的
に
把
え
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
生
命
が
躍
如
と
し

て
い
る
こ
と
は
、
上
記

の
諸
師
の
傳
記
の

一
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
最
も
よ
く
理
解
せ
ら
れ
る
。
こ
の
淨
土
宗
義
を
實
踐
的
に
把
握
し
、
出
家
の
隱
遁
印
ち
精
祚

革
命
を
契
機
と
し
て
、
往
生
極
樂
を
主
觀
的
最
高
價
値
と
し
て
、
念
佛
の
行
業
を
修
す
る
と
ぎ
、
我
が
身
の
在
る

べ
き
樣
は
、
主
觀
的
恣

意

に
よ
つ
て
構
出
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
超
越
的
絶
封
者
の
行
爲
規
定
と
し
て
、
主
觀

の
奥
底
に
囁
か
れ
た
聲
で
あ

る
。
か
く
て
超
越
的

淨
土
宗
捨
世
派
の
自
律
性
と
瓧
會
性

四
一



四
二

絶
鞨
者
の
能
動
的
意
志
に
よ
り
、
主
觀
に
感
受
せ
ら
れ
た
規
定
の
反
照
と
自
覺
す
る
と
き
、
恣
意
を
泯
亡
し
て
普
遍
性
を
も
ち
、
主
觀
を

含
む
全
體
の
意
志
の
決
漸
を
要
請
し
、
こ
こ
に
始
め
て
行
爲
規
定
は
絶
翼
必
然
性
を
も

つ
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
、

他
を
律
す
る
規
約
は
自
を
律
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
は
他
の
内
に
包
攝
せ
ら
れ
て
い
る
。

稱
念
の

「專
稱
庵
同
行
衆
法
度
事
」、
「
念
佛
道
場
七
箇
條
」、
「
十

一
條
別
時
念
佛
道
場
之
掟
」
は
、
序
い
で
の
如
く
逋
途
律
令
式
、
宗

義
安
心
起
行
秘
蹟
、
則
時
念
佛
道
場
式
で
あ
る
が
、
此
等
は
僣
俗
を
包
含
し
、
能
所
を
包
括
し
て
い
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
此
等

は
西
方
欣
求
者
の
行
業
の
在
り
方
と
、
同
行
相
互
間
に
お
け
る
在
り
方
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
寧
ろ
同
行
相
互
關
係
に
つ
い
て
規

③

定

し
た
條
項
に
、
諸
師
の
風
格
が
偲
ば
れ
て
興
味
が
深
い
。

「專
稱
庵
同
行
衆
法
度
事
」
の
五
力
條
は
全
文
之
れ
に
相
當
し
、
そ
の
他
の

規
約
中
に
も
破
和
合
衆
の
禁
令
と
佛
教
倫
理
の
基
本
的
條
項
が
含
ま
れ
て
い
る
。
印
ち
別
時
念
佛
道
場
の
掟
は
、
見
佛
要
期
の
根
本
的
心

構
え
、
道
場
に
お
け
る
心
操
行
儀
に
つ
い
て
定
め
る
中
、
第
六
條
は

「
他
人
之
眠
暴
不
可
驚
事
」
で
あ
る
が
、
自
ら
に
は

「
道
場
之
内
不

可
眠
事
」
と
定
め
て
い
る
。
叉
念
佛
道
場
七
箇
條
中
の
第
六
條
は
、
「假
令
雖
自
有
道
理
樹
他
不
可
致
口
論
」
と
定

め
、
「專
修
同
行
者
持

へ
き
條

々
」
の
第
七
の
読
示
は
、
「
同
件
の
中
に
お
い
て
心
に
應
ぜ
ざ
る
事
有
と
い
へ
ど
も
、偏
執
の
心
を
以
て
是
非

の
沙
汰
を
い
た
す
べ

か
ら
ず
、
若
自
他
の
爲
に
用
ひ
ま
し
き
事
あ
ら
ば
、
和
合
心
を
以
て
密
に
談
ず
べ
し
、
但
し
教
誠
説
破
の
事
は
是
を
除
く
べ
し
」
と
あ
つ

て
、
之
れ
單
に
同
行
問
に
お
い
て
の
み
で
な
く
、
他
宗
他
門
と
の
問
答
諍
論
を
も
禁
じ
、
殊
に

「若
人
來
り
て
問
事
あ
ら
ば
無
分
別
の
由

を
答
ふ
べ
し
」
と
、
無
盆
の
諍
論
を
も
受
け
流
さ
し
め
て
い
る
。
第
五
條
は

「日
本
國
大
小
の
諸
紳
を
敬
ひ
奉
る

べ
き
事
」
で
あ
る
が
、

④

こ
れ
古
く
は
源
空
に
封
す
る
興
幅
寺
僭
徒
の
批
難
に
對
す
る
陳
辯
と
見
ら
れ
る
が
、
當
時
最
も
爛
熟
し
た
神
佛
習
合
説
の
影
響
と
も
見
ら

C

れ
、
叉
無
住

一
圓
の
警
策
を
も
無
親
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
基
本
的
佛
教
倫
理
の
遒
奉
は
、
繦
樹
者
と
人
間
、
佛
几
の
間
柄
の
緊
張
度

の
昂
進
に
ょ
り
、
任
運
自
然
に
宗
教
生
活
の
上
に
具
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
念
佛
道
場
七
箇
條
に
、
第
三

「
酒
肉
萱
辛
者
佛
制
之
故
不
許

入
門
内
況
用
之
邪
之
事
し、
第
四

「殺
盜
婬
妄
者
梵
網
所
読
之
四
重
禁
也
別
而
於
當
院
別
時
道
場
者
訖
度
堅
固
可
相
守
事
」、
第
七

「歌
舞



管
絃
高
笑
雜
談
禁
之
事
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
等
の
確
認
の
要
請
で
あ
る
と
共
に
、
捨
世
地
の
特
質
で
あ
る
寺
院
の
本
質

的
使
命
及
び
機
能
の
復
原
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑥

彈
誓
は
慶
長

一
四
年
、

「
七
十
三
箇
條
制
戒
」
を
定
め
た
が
、
道
俗
男
女
の
道
心
者
を
封
象
と
し
、
そ
の
宗
教
肚
會
に
お
け
る
長
幼
の

序
、
道
俗
の
相
互
關
係
、
及
び
本
堂
庫
裡
等
に
お
け
る
言
動
、
内
陣
に
お
け
る
行
儀
等
を
規
定
し
、

「右
七
十
三

ケ
條
於
此
儀
背
者
其
儀

二
隨
御
法
度

二
取
成
候
相
別
道
心
者
物
に
か
ま
は
す
御
念
佛
を
心
に
か
け
な
み
だ
を
な
が
し
ほ
れ
く

と
可
成
者
也
仍
如
件
」
と
結
ん
で

い
る
が
、
掟
を
定
め
る
こ
と
は
環
境
を
整
え
て
、
專
修
の
心
行
を
増
進
せ
ん
め
ん
と
す
る
深
義
の
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
七
十
三
箇

條

の
中
、

「禁
酒
き
ん
足
之
事
」、
「
世
間
寺
之
出
家
内
ち
ん
入
不
可
事
」、

「
か
り
そ
め
に
も
出
家
衆
け
さ
衣
は
な
す
べ
か
ら
ず
之
事
」、

「酒
の
ミ
申
者
く
り
迄
も

一
同
不
可
入
事
」、
「
か
わ
は
か
ま
か
わ
た
び
着
す
る
者
不
可
出
事
」、
「
侍

二
而
候
共
大

刀
大
わ
き
さ
し
指
つ
る

者
不
可
出
事
」、
「侍
衆
小
者

一
人

二
而
出
可
被
成
事
」、
「
た
ち
ゆ
は
り
い
た
す
べ
か
ら
ず
事
」
等
の
條
項
は
、
捨

世
地
た
る
の
性
格
を
具

體
的
に
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
ワ
ガ
シ
ヲ
キ
ナ
リ
」
と
彈
誓
が
署
名
捺
印
し
た
嚴
訓
で
あ
る
が
、

「
六
十
よ
り
上
の
者
法
度
背
共
ゆ

る
す
べ
し
」
と
の

一
條
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
、
自
ら
持
す
る
に
嚴
に
し
て
、
他
に
寛
な
る
念
佛
者
の
ゆ
か
し
ぎ

内
面
性
が
偲
ば
れ
る
。

稱
念
、
彈
誓

の
諸
師
の
規
約
の
根
本
精
紳
は
、
觀
念
法
門
中
の
念
佛
三
昧
法
に
歸
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
他
に
勸
め
て
修
せ
し
め

た
の
は
忽
澂
で
あ
る
。
忽
澂
は

『
別
時
念
佛
三
昧
法
諺
註
』
を
撰
し
、
自
ら
八
誓
を
立
て
た
。
そ
の
標
題
は

「第

一
誓

恭
二敬
西
方
一頃

刻
不
〆忘
」
「第
二
誓

堅
持
ご不
語
一隨
〆息
念
佛
」
「第
三
誓

尅
二定
期
限
一須
臾
不
〆睡
」

「第
四
誓

不
〆得
三刹

那
念
二世
五
欲
こ

「
第

五
誓

萬
徳
洪
名
愼
不
ご訛
略
乙

「
第
六
誓

具
二足
願
行
一
一
心
念
佛
」
「
第
七
誓

住
ご見
佛
想
一念
念
相
續
」
、
「
第
八
誓

所
見
境
界
善

韜
惡
懴
」
で
あ

つ
て
、
四
言
二
十
四
句
で
そ
の
意
を
解
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
自
ら
の
自
策
自
勵
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
弟
子

澂

運
は

「從
下
侍
二函
丈
一日
上
謹
謄
寫
服
膺
備
ご于
修
持
左
劵
一
者
有
〆
年
矣
」
と
述
べ
る
如
く
、
他
の
規
範
と
す
る

こ
と
を
拒
否
す
る
も
の

で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

淨
土
宗
捨
世
派
の
自
律
性
と
肚
會
性

四
三



四
四

O

無
能
は
正
徳
三
年
十
二
月
、
所
請
制
誠
七
十
二
件
を
録
し
、
み
ず
か
ら
心
の
師
と
成
り
、
自
心
を
誠
し
め
ら
れ
た
。
そ
の
要
は
道
心
堅

固
に
修
行
し
、
動
行
怠
る
こ
と
な
く
、
手
常
に
念
珠
を
放
た
ず
、
深
く
本
願
を
信
じ
往
生
を
疑
わ
ず
、
虚
假
を
雜
え
ず

一
向
念
佛
し
、
極

樂
に
回
向
し
て
餘
報
を
求
め
ず
、
三
業
共
に
西
方
の
教
え
に
背
か
ず
、
佛
法
を
愛
護
し
て
身
命
を
顧
み
ず
、
念
死
念
佛
し
て
畢
命
を
期
と

な
す
心
行
の
警
策
と
、
念
佛
に
廢
惡
を
其
す
と
雖
も
世
間
出
世
間
瓧
會
に
お
い
て
、
特
に
三
業
を
愼
む
べ
き
こ
と
詳
細
に
逐

一
示
し
て
い

る
。關
逋
は
六
時
勤
行
不
斷
念
佛
を
定
規
と
し
た
が
、
そ
の
徒
弟
に
課
す
る
と
こ
ろ
は
、

「そ
の
幼
歳
に
し
て
薙
染
し
籍
を
教
黌
に
通
ず
る

の
輩
は
、
六
時
の
勤
行
内
陣
に
出
て
、
寺
規
に
依
準
し
て
禮
讃
誦
經
を
衆
修
す
べ
し
。
勤
行
の
餘
暇
は
寸
陰
を
惜

て
も

は

ら

宗
書
を
學

し
、
傍
に
他
家
を
探
り
、
置
(實
に
自
家
の
安
心
を
學
徳
し
て
、
行
業
を
策
動
し
、
正
見
に
佛
門
の
教
義
を
研
覈
し
て
、
宗
乘
を
荷
扶
す
べ

し
。
も
し
そ
の
晩
年
に
落
髮
す
る
も
の
は
、
六
時
の
勤
行
外
陣
に
出
て
、
單
に
念
佛
を
修
し
、
其
外
に
ま
た
晝
夜
輪
次
に
入
堂
し
て
、
不

漸
念
佛
を
修
す
べ
し
」

(鑿

亠パ
八
.
)
と
出
家
者
を
二
類
に
分
け
て
い
る
。
こ
の
中
讐

の
發
心
入
道
芝

は
、

心
に
無
常
を
忘
れ
ず
稱

名

し
、
心
綏
慢
と
な
り
稱
名
懈
る
こ
と
あ
れ
ば
御
傳
、
語
燈
録
、
三
部
假
名
鈔
、
念
佛
名
義
集
、

一
言
芳
談
、
撰
集
抄
、
長
明
發
心
集
、

閑
亭
後
世
物
語
、
無
能
和
筒
行
業
記
等
を
熟
讀
し
て
心
を
勵
ま
し
、
共
住
者
相
互
に
善
友
と
な
り
、
境
界
を
如
法
に
し
、
繋
着
を
は
な
る

べ
き
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
が
、

こ
れ
恐
ら
く
西
方
寺

の
規
則

一
十
三
規
百
有
餘
條
の
骨
子
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
和
二
年

(
一
七

六
五
)

「衆
尼
を
し
て
正
見
に
住
せ
し
め
、
障
な
く
念
佛
相
續
し
て
、

決
定
往
生
の
素
懷
を
途
げ
し
め
ん
た
め
に
」
定
め
ら
れ
た
貞
壽
寺

　

規
五
箇
條
は
、
前
記
の
趣
意
に
ょ
る
も
の
で
、
更

に
五
戒
八
齋
戒
、
十
重
禁
戒
を
護
持
し
、
廢
惡

の
用
心
緩
慢
な
る
べ
か
ら
ず
の

一
條
を

　

加
え
て
い
る
。
さ
れ
ど
關
通
の

「念
佛
講
衆
示
書
」

一
篇
は
他
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
大

で
あ

つ
て
、
印
行
者
法
洲

は

『
四
要
書
』

の
序

丈
に
、

蓴

修
念
佛
同
行
藁

え
壅

昇

に
糶

用
心
、
同
追
加
の
三
篇
は
、
故
向
蠶

師
(關通
)
の
著
述
に
し
て
、
門
下
の
姜

に
示
さ

れ
し
を
、
我
光
譽
先
興

融
)
向
師
の
座
下
に
あ
り
し
時

書
寫
し
て
馨

芸

れ
し
を
、
當
支

頴
圓
)
住
職
の
鋒

例
月
の
念
欝

芝



は
、
必
ず

こ
れ
を
披
講
し
て
ね
ん
ご
ろ
に
勸
誠
せ
ら
れ
け
る
」
と
あ

つ
て
、
そ
の
遺
制
は
長
門
に
及
び
、
梓
に
上
す

こ
と
に
よ
つ
て
後
世

に
廣
く
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
齢Q
内
容
は
夲
生
の
教
誡
を
七
條
に
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

「生
死
事
大
に
無
常
迅
速
な
り
、
各
々

頭
然
を
拂
ふ
が
如
く
、
し
き
り
に
念
佛
し
て
、

一
向
餘
事
に
わ
た
ら
ず
、
佛
の
智
見
を
お
そ
れ
て
、
雜
談
高
笑
あ
る

べ
か
ら
ず
」

の
前
序

に
ょ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
臨
終
用
心
の
肝
要
、
如
法
の
恭
數
、
日
課
念
佛
を
同
行
相
互
に
誠
し
め
つ
つ
、
如
法

の
行
儀
、
安
心
起
行
僻

謬
な
き
用
心
、
組
典
に
よ
り
安
心
決
定
し
、
子
孫
に
念
佛
相
續
を
遺
矚
し
、
日
課
弟
子
の
命
終
に
は
戒
名
月
日
を
關

通
に
知
ら
し
、
念
佛

講
衆
の
死
去
に
は
中
陰
中
に
、
百
萬
遍
念
佛
を
修
す
べ
き
箇
條
を
擧
げ
、

「右
の
件
條
は
、
古
賢
の
跡
を
し
た
ひ
、

日
課
稱
名
の
同
行
中

へ
、
記
し
邊
る
も
の
也
、
伏
て
ね
が
は
く
は
、
お
の
く

念
佛
講
と
號
し
て
、
集
會
の
砌
こ
の
趣
を
相
心
得
、
信
行
相
績
の

一
助
に
そ
な

へ
、
勇
進
念
佛
せ
ら
る
べ
き
も
の
也
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
之
れ
に
よ
つ
て
製
作
の
趣
意
、
並
び
に
そ
の
掟
の
普
及
は
、
と
り
も
な
お
さ

ず

鎭
西
正
統
の
普
及
を
意
圖
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
到
る
。

關
通
に
つ
い
て
宗
要
を
鍛
錬
し
た
法
岸
は
、
四
要
書
の
出
版
に
見
ら
れ
る
如
く
、
關
通
の
清
規
の
遒
守
普
及
者
で
あ
つ
た
こ
と
は
云
う

讐

も
な
い
.
師
は

「僊

の
掟
」
と
し
て
、
男
釁

子
の
出
僉

夢

霧

の
製

萎

一條
と
勤
霈

除
の
寺
内
の
霧

と
稱
名
勇

進

を
命
じ
、

「右

の
條

々
堅
く
相
守
り
、
專
修
稱
名
勇
進
相
續
せ
し
む
べ
し
、
若
違
犯
せ
し
む
る
者
に
お
い
て
は
、
速
に
離
弟
擯
出
せ
し

む

べ
き
者
也
」
と
あ

つ
て
、
條
項
僅
か
な
れ
ど
も
、

一
も
違
す
れ
ば
離
弟
擯
出
の
處
斷
を
受
く
べ
き
重
要
事
項
を
の
み
出
せ
る
も
の
で
あ

る
.
三
師
中
繍

は
、
僭
俗
の
念
佛
葉

た
る
鑿

會
羆

を
作
つ
た
・

曹

は
毎
月
二
日
・

+
四
日
三

吉

と
し
・

會
日
の
醫

割
、
結
衆
相
互
の
信
心
策
勵
、
結
衆
中
の
病
者
の
臨
終
正
念
回
願
、
命
終
後
追
善
念
佛
會
を
、
定
例
外
に

一
日
増
し
、
退
信
者
の
除
名
、

別
時
念
佛
は
三
業
清
淨
な
る
べ
き
こ
と
、
午
後

の
勸
誠
は
庵
主
こ
れ
を
動
め
、
教
化
内
容
塗

向
專
修
の
安
心
起
行
臨
終
用
心
を
以
て
す

る

こ
と
と
し
、
こ
れ
等
に
つ
い
て

「全
我
胸
臆
の
新
義
に
あ
ら
ず
」
と
し
て
い
る
が
、
之
れ
關
逋
の

「
念
佛
講
衆
示
書
」
に
負
う
所
が
多

い
。
印
ち
結
衆
中
の
命
終
者
の
爲
め
中
陰
中
に

一
日
追
善
念
佛
を
修
す
る
こ
と
は
、
關
通
の

「右
念
佛
講
衆
の
内
、
死
去
候
は
父
、
中
陰

淨
土
宗
捨
世
派
の
自
律
性
と
祗
會
性

四
五



四

六

の
う
ち
に
、
お
の
く

相
集
り
、
百
萬
遍
修
行
こ
れ
あ
る
べ
く
候
、
別
し
て
大
切
に
勤
修
あ
る
べ
く
候
、
制
に
そ
む
く
べ
か
ら
ず
」
に
該

當

し
、
殊
に
結
衆
相
互
に
親
眤
し
、
異
縁
を
防
ぎ
道
業
を
助
成
し
、

一
佛
淨
土
に
心
を
か
け
よ
と
云
う

一
條
は
、
關
通
の

「
日
課
念
佛
、

同
行
の
ま
じ
は
り
親
服
に
い
た
し
、
互
に
警
策
を
加
は

へ
、
心
行
怠
慢
な
き
や
う
、
相
續
い
た
さ
れ
、

一
佛
淨
土
の
本
愎
を
と
げ
ら
る
べ

き
事
」
の
繼
承
で
あ
る
。

要
す
る
に
諸
師
の
各
禁
制
す
る
と
こ
ろ
は
、
巨
細
精
略
の
別
は
あ
る
が
、
そ
の
精
神
は
念
佛
者
の
環
境
を
整
備
し
、
特
に
別
時
念
佛
の

聖
軌
㍉
不
斷
念
佛
の
方
規

に
准
じ
て
稱
名
せ
し
め
、
廢
惡
修
善
の
旨
を
守

つ
て
、
身
持
如
法
た
る
べ
き
事
の
範
圍
を
出
ず
る
も
の
で
は
な

い
。
他
を
律
す
る
こ
と
は
、
自
を
律
す
る
精
紳
の
反
照
で
あ
り
、
自
を
律
す
る
こ
と
は
率
い
て
他
の
衛
星
を
輝
か
し
め
る
如
く
他
を
律
す

る

こ
と
と
な
る
。

　六　

徳
川
時
代
に
淨
土
宗
内
に
勃
興
し
た
復
興
運
動
に
は
、
二
種
の
傾
向
印
ち
宗
租
の
高
風
を
悄
悗
し
て
之
を
復
興
せ
ん
と
企
て
、
他
方
に

は
佛
租
の
覆

姦

芒

て
之
篝

轡

ん
と
す
る
運
勲

換
言
す
れ
蔭

遁
專
修
主
義
と
、
莓

念
鑾

讃

薩

を
念
願
と
す
る
二
種

の
運
動
が
擡
頭
し
た
。

持
律
念
佛
主
義
の
よ
つ
て
來
る
と
こ
ろ
は
、

「吾
聞
住
二在
佛
家
一以
〆
戒
爲
〆
本
而
我
門
律
幢
久
仆
未
ゾ
有
一一能
扶
起
焉
者
一本
而
仆
矣
吾

豈
忽
座

郵

乎
」
憙

を
芒

た
の
は
靈
潭
で
あ
%

羅

藻

「
嘗
以
嚢

是
沙
門
之
本
軌
慧
命
之
暫

依
吾
當
・
嚴
奮

輩

以
拳

夙
志
上
」
と
て
・
靈
潭
の
門
に
芒

梅
・
靉

の
主
張
は

星

弘
二毘
星

死
歸
二安
養

勉
哉
勿
怠
L
の
莪

念
佛
の
教
示
で
あ
つ
た
。
自

誓
受
具
後

の
湛
慧
は

「
自
ノ是
操
持
盆
嚴
四
事
儉
素
臨
/衆
接
〆客
無
二委
隨
風
一以
〆故
非
二質
直
誠
動
之
者
一不
〆能
二親
炙
一」
と
あ
る
如
く
、

極

め
て
排
他
的
で
あ
つ
て
、
自
ら
持
す
る
こ
と
清
嚴
で
あ
り
、
俗
衆
に
近
接
し
難
き
感
を
抱
か
し
め
、
瓧
會
と
逋
ず

る
窓
は
授
戒
に
の
み



存
し
た
嫌
い
が
あ
る
。

律
僭
に
反
し
て
捨
世
派
は
抖
嫐
行
脚
、
四
方
に
遊
化
し
、
一
所
不
住
を
旨
と
し
た
。
諸
師
は
好
ん
で
行
脚
し
た
が
、
關
逋
は

「古
徳
の
行

状

を
う
か
父
ふ
に
、
或
は
明
師
を
千
里
の
外
に
求
め
、
或
は
道
心
を
諸
國
の
佛
祚
に
所
り
た
ま
ふ
こ
と
あ
れ
ば
、
予
も
お
よ
ば
ず
な
が
ら

そ

の
賢
き
跡
童

ん
」

(理

㌃

.
V
た
め
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
諸
師
に
共
通
す
耄

の
を
彗

て
い
る
・
更
に
こ
の
外
古
徳
の
蘇

に
往
詣
し
て
遣
躅
を
思
う
て
結
縁
し
、
幽
境
靈
區
を
訪
ね
て
修
道
の
場
を
求
め
た
。
從
つ
て
こ
れ
ら
の
機
縁
純
熟

の
地
に
自
ら
寺
院

の
建

立

と
な
り
、
念
佛
集
團
杜
會
の
成
立
↓
僣
俗
清
規
の
制
定
と
な
つ
た
。
稱
念
は
天
丈

一
三
年

「濟
度
弘
通
の
た
め
に
諸
國
に
行
脚
せ
ん
」

(攀

七
.)
と
天
智
庵
を
出
で
、
響

は

「時
に
漸
く
型

の
お
も
ひ
を
起
し
」
(綱
八
杜
)
て
美
嚢

儀
串

に
お
け
る
麓

忍
佛
鬆

止
符
を
打

つ
て
化
他
門
に
出
で
た
。
山.葆

二

年
忍
澂
自
記
の
夢
の
記
に

「或
時
夢

二
蕣

酬上
人
來

テ
利
蘗

生

ハ
天
運

荏

セ
ヨ
ト
勵

ク
釐

誠
示
シ
給
フ
」

(璽

紋

.
V
と
あ

つ
て
、
自
身
得
脱
の
根
幹
耋

實
と
な
れ
ば
化
他
の
肇

繁
か
ら
を

」
と
言

知
し
・
化
他

發
願
文
に
は

「
上
逹
利
智
高
貴
輻
徳

ノ
人
ヲ
諂
張
勸

ル
コ
ト
ナ
ク
、
專
ラ
貧
窮
孤
獨
田
夫
下
賤
重
障
愚
癡
弊
惡
鈍
根

ノ
者
ヲ
化

ス
ル
ヲ
先

ト

セ
ン
」
(同

上

二
二
六
)
と
、
化
導
の
志
す
と
こ
ろ
窮

ら
か
に
し
て
い
る
.
隱
居
獨
住

驀

念
佛
の
道
鼕

潟
仰
す
る
鑾

鯨

を
斷
た

ず
、
澄
禪
は
近
江
夲
子
山
に
單
身
精
進
し
た
が
、
こ
の
山
も

二

十
六
年
、

歸
依
之
徒
亦
集
、
禪
復
避
γ
之
」

け
て
大
原
山
に
登
つ
た
。

「貴

賤
婁

、

拜
趨
請
蠱

」

(淨
全

一
八
・

四
七
五

)
の
語
は
、
徳
化
棄

う
群
參
の
裝

物
語
つ
て
い
る
・
こ
の
遊
方
性
箸

奮

來
な
い
捨

世
派

の
特
質
で
あ

つ
て
化
導

の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

螽

誓
の
傳
に

「夫

の
法
化
曁

國
中
に
並・
く
し
て
念
佛
聖

ぬ
人
も
な
く
義

か
け
ぬ
家
も
希
な
り
」

(淨
全

一
七
・

六
九
〇

)
と
か
、
關

逋

の
教
化
に
よ
り
虫

色
の
讐

は
、

「菽
麥
不
辨
の
童
男
童
女
の
顰

で
も
悉
く
因
果
を
信
じ
て
深
く
悪
事
を
恐
れ
、
蝉
蟀
を
翫
び
蟲

蠅
を
殺
す
な
ど
の
こ
と
は
す
べ
て
な
さ
ぼ
り
し
」

(淨
全
一
八
・

二
三
二

)
と
か
、

「
唯
少
長
と
も
に
惡
事
窪

す
蕋

辱
と
し
・

一
。巴
擧
り
て
往

淨
土
宗
捨
世
派

の
自
律
性

と
瓧
會
性

四

七



四
八

生
を
願
ひ
念
佛
を
勵
み
動
る
」

(同
上
)
如
き
美
俗
を
産
み
出
す
に
至
つ
た
。
法
岸
に
お
い
て
も

「読
ご欣
厭
易
行
義
趣
納
會
二視
聽
者
心

駭
熔

夷

猷
響

土
墨

攣

樵
夫
餐

漁
疆

へ

蕪
{」

不
・念
佛
者

」
(淨
全
一
八
・

五
三
〇

)
と
あ
る
が
如
く
、
杜
霪

化
の
實
甚

だ
大

な
る
も
の
が
あ
る
。

持
律
念
佛
主
義
の
意
圖
す
る
と
こ
ろ
は
、
關
通
の
言
え
る
如
く
、

「明
律
の
比
丘
僣
を
講
じ
て
住
持
せ
し
め
ば
、

こ
れ
に
親
近
し
、
そ

の
風
を
見
聞
せ
ん
も
の
、
お
の
つ
か
ら
沙
門
の
止
作
の
事
を
し
り
、
慚
愧
を
生
じ
て
、
正
見
實
行
の
門
に
入
る
の
因

縁
と
な
る
べ
き
か
、

も
し
然
ら
ば
慧

こ
え

纛

し
、
宗
化
更
に
響

ま
す
べ
し
」
(鑿

㌻

.
)

の
一
點
に
あ
り
、
隱
遁
專
念
主
譲

關
通
の
弟
子
雲

・

に
・

「
此
寺
今
規
則
嚴
に
し
て
、
淨
業
榮
組
道
を
輝
す
に
足
れ
り
」

(同
上
)
と
あ
る
こ
と
に
ょ

つ
て
、
そ
の
趣
意
を
伺
う
こ
と
が
出
來

る
。
組
道
増
輝
は
捨
世
派
の
行
化
、
率
い
て
は
寺
院
建
立
と
な
る
。
庵
居
練
行
の
道
場
が
そ
の
ま
ま
瓧
會
教
化
の
通
路
と
も
な
り
、
又
關

通

の
如
く
寺
院
は

「今
時
遁
世
出
家

の
人
、
は
じ
め
の
ほ
ど
は
勇
ま
し
く
念
佛
す
れ
ど
も
、
貍

、月
靂

ぬ
れ
ば
、
多
く
は
道
念
銷
亡
し

て
佛

砠

の
數

誠

を
護

ら
ず

、

世

上

の
無

常

に

お

ど

ろ

か
ず

、

正
業

を
懈

廢

し

て
空

し
く

光

陰

を

お
く

り

、

つ
い

に
此

度

の
往

生

を

あ

や

ま

つ

に

い

た
る

。

…

…

所

々

に
道

場

を

營

構

し

、

遁

世

出

家

の
人

を

あ

つ

め

て
共

住

せ
し

め
」

ん
意

圖

の
爲

め

に
建

立

せ

ら

れ

た
も

の
と
あ

る
・

し

か

し
此

等

の
寺

院

と
瓧

會

と

の
關

連

は
、

既

に
化

他

度

生

の
佛

作

佛

行

の
精

進

者

の
止

住

す

る

と

こ
ろ

で
あ

る

か

ら
、

虞

に
佛

教

が

大

衆

に
解

放

浸

透

せ

ら

れ

る
水

路

と

な

つ
た
。

遊

方

性

が

教

化

力

の
源

泉

を

な

す

こ

と

は
、

獨

り

捨

世

派

に
限

る

と

こ
ろ

で
な

い
が

、

念
佛

者

を

共

住

せ

し

め

た
道

場

(
寺

院

)

を

目
的

的

に
建

立

し

た

こ

と

を
總

合

し

て
捨

世
派

の

一
大

特

質

と

し
、

こ

の
寺

院

が

他

の
、

官

寺

、

律

院

と

著

し

く

異

り
、

瓧

會

性

の
甚

大

な

る

こ

と

を

見

逃
す

こ

と

が

出

來

な

い
。

註
①

辻
善
之
助
氏
著

『
日
本
佛
教
史
』
、
申
世
篇
之
五

に
天
文

一
八
年
宣
敏
師

フ
ラ

ン
シ

ス
コ
。
ザ
ビ

エ
ル
の
耋
田
翰
、
永
祿

四
年
パ
ー
ド

レ
・
ガ

ス
パ
ル
。

ビ

レ
ラ
の
印
度

の
イ
ル

マ
ン
に

賜

つ

た

書
、
應
永

二
七
年
朝
鮮
回
禮
使
宋
希
環

の
紀
行
老
松
堂

日
本
行
録
、
鹿
苑
日
録
、
弘
治

二
年
結
城
家
御
法

度
、
永
祿

七
年
パ
ー
ド

レ

・
ガ

ス
パ

ル

・
ビ
レ
ラ
よ
り
ポ

ル
ト
ガ

ル
の
パ
ー
ド

レ

・
イ
ル

マ
ン
に
膾

つ
た
書
翰
を
載
せ
、
室
町
時
代
僣
侶

の
墮
落
生



活

の
状
態
を
述
べ
て
い
る
。

②

忍
澂
和
爾
行
業

記
に
、
「
師
自
歎
日
、
曩

者
宗
租
、
年
至
=
十
八
蝋
辭
塩
量
嶺

皇
圓
闍

梨
席

↓
隱
=
閉
黒
谷
哨
繦
二
時
俗
交

噴
大
企
二
弘
法
之
志

噴
我
亦

同
レ
齢
、
虚
積
二
歳
月

】内
魂
深
矣
、
因
忽
感
激
、
發
】一
一
誓
一
日
、
澆
季
衆
生
、
出
離
要
法
、
唯
在
二
念
佛

一
門
一耳
、
然
時
世
沼
襲
、寝

以
成
レ
俗
或
諷
=

詠

嘉
號

↓
如
=
俳
歌
妓
謠

納
或
訛
二
略
六
字

↓
招
二
闕
支
分
過
↓
宗
租
大
師
日
、
萬
善
妙
體
、
師
=
名
號
六
字
　
恒
沙
功
徳
、
具
二
口
稱

一
行

{
然
則

一
聲

訛
稱
、

則
損
=
多
善
根
圃

一
字
閣

略
、
則
失
功
徳
噴
吾
儕
豈
可
レ
不
三
大
息
流
涕
、

正
二是
弊
風

一乎

(
浄
全
一

八
・
三
)

③

專
稱
庵
同
行
衆
法
度
事
、

一
於
同

一
念
佛
衆
者
無
親
疎
眞
實
堅
固
可
思
想
事
、

一
於

世
間
出
世
之
事
立
我
義
分

不
可
致
諍
論
之
事
、

一
掃
除

己
下

各

可
爲
同
心
事
、

一
對
在
家
之
人
不
可
無
禮
事
、

一
佛
殿
勤
行
晝
者
三
番
夜
者
總
番
四
番
可
定
之

事

右
所
定

如
件

天
文

二
十

二
年
極
月

④

「興
輻
寺
奏
状
」、

第
五
背
}靈

紳

一失

念
佛
之

輩
永
別
二
神
明

一不
レ論
=
權
化
實
類

一不
レ
憚
忌
不
廟
大
祗

一若
恐
二神
明

】
必
墮
二
魔
界

輔

⑤

沙
石
集
卷

二
、
淨
土
門

の
人
肺
明
を
輕

ん
じ
罰
を
蒙
る
事

(
岩
波
文
庫

本
上

・
五
〇
)

⑥

淨
土
宗
學
講
座
、
江
藤
澂
英
氏

「
彈
誓
上
人
傳
」

⑦

淨
全

一
八

.
=
ハ
ニ
に
全
文

を
擧
げ

て
い
る
。

⑧

淨
全

一
八

・
二
四
六
に
全
文
あ
り
。
結
交
は

「
右
の
五
箇
條

は
、

衆
尼

を
し
て
正
見
に
住
せ
し
め
、
障

な
く
念
佛
相
績

し
て
、
決
定
往
生

の
素
懷

を
途

し
め
ん
が
た
め
に
、

こ
れ
を
書

て
授
與
す
る
も

の
な
り
。
汝
等
師

恩
を
報

せ
ん
と
欲

せ
ば
、

か
た
く
上
件

の
旨
趣
を
ま
も

り
、

一
期
退
轉

な
く

念
佛
相
續

し
て
、
同

し
く
極
樂
に
生

ぜ
よ
」

と
い
ふ

⑨

關
通
全
集
卷
五

・
二
四
に
全
文

を
擧
ぐ
。

そ

の
本
旨

を
前
序

に

「
謹
で
有
縁

の
同
行
、
念
佛

の
信

者

に

告

ぐ
。
生

死
事
大

に
無
常
迅
速

な
り
、

各

3
頭
然
を
拂
ふ
が
如
く
、

し
き
り
に
念
佛

し
て
、

一
向
餘
事
に
わ
た
ら
ず
、
佛

の
知
見
を
お
そ

れ
て
、
雜
談
高
笑

あ
る
べ
か
ら
ず
」

と
述
べ
て
い

る
。

⑩

こ

の
條
項

は
特
に
綿
密

で
あ

つ
て
、

衣

の
如
き
但
書
が
あ
る
。

「
但

し
師
用
并
に
不
淨
所
掃
除

の
人
等

は
制

外

の
事
。
若
無
據
要
用

あ
り
て
入
來

候

は

ぼ
尼
衆

一
同
に
て
聞
屆
、
速

に
歸

し
ま
う
す
べ
く
候
遲

々
し
て
無

盆

の
物
語
堅
禁
制

の
事
。

た
と
ひ
無
據
要
用

に
て
も
男
僣
男
子
は
、
夜
申

の

出

入
堅
禁
制
、

ま
た
親
子

の
問

た
り

と
も
止
宿
無
用
、
暮
六

ツ
時
を
限

り
に
出
界

せ
し
む
べ
し
。

夊
男
僣
男
子

に
か
ぎ

ら
ず
、
惣

じ
て
女
子
小
児
等

に
て
も
無
用

の
人
出
入
堅
制

禁

の
事
」
之
れ

で
あ
る
。

⑪

「
常

に
老
病
死
を
念
じ
て
穩
名
勇
進
す
べ
し
。
假

に
も
戲
笑
雜
話
堅
制
禁

の
事
」

と
あ

つ
て
、
念
死
念
佛

の
勇

進
者

は
高
笑
雜
談
が
自
障
障
他

の

所

以
を
以

て
、
諸
師
等
し
く
禁
制
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑫

淨
全

一
八

・
五
五
〇
に
全
文

を
載
す
。

⑱

大
島

泰
信
氏

「
淨
土
宗
史
」

(淨
全

二
〇

・
六
〇

一
)

⑭

靈
潭
大
和

上
行
状
(
淨
全

一
八

・
四
八
〇
)

、

⑮

湛
慧
和
上
行
状
(
淨
全

一
八

・
一
八
八
)

淨
土
宗
捨
世
派
の
自
律
性
と
瓧
會
性

四

九


